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、
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も

大
学
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の
流
れ
も
体
験
し
塑
局
周
波
計
測
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合
成
酵
素
と
分
解
酵
素
が
複
合
使

生
体
内
効
率
的
に
N
0
△

支
援
や
次
の
展
開
に
向
け
た
サ

ポ
ー
ト
(
人
的
支
援
等
)
で
、

産
学
協
働
の
芽
出
し
を
支
援
す

る
。
支
援
期
問
は
松
力
月
間

研
究
開
発
費
の
墓
準
額
は
3
0

0
万
円
。

仙
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域
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と
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菌
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損
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(
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)
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還
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素
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携
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速
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を

得
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呂
昆
潜
水
艦
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特
定
し
た
と
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表
し
た
。
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査
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8
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召
か
ツ
ト
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通
じ
て
り
ア
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日
ま
で
実
施
し
た
0
ま
た
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部
、
闘
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脇
、
1
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力tできました」と語っナこ0

▼アナログ要素も必要

寄附講義の創設に尽力し、

現在も同講義に携わる東工大

科学技術創成研究院の益一哉

研究院長(教授)は「電子機

器は、デジタルイヒが進みまし

たが、信号が段々と速くなり、

波形を読むことも難しくなっ

てきています。そこで、アナ

ログ的な要素も理解して計測

をしていかなけれぱなりませ

ん。計測装置も高度イヒしてお

り、正しい使い方を知る必要

力tあります。学内、研究室内

で使い方を受け継げればいい

のですが、それも難しい現状

です。もちろん、大学で装置

の使い方を学ぷような講義は

ありません。そこで、同社に

要請をしてこの寄附講義がで

きました」とし、この講義に

ついて「最近、大学と産業界

が手を組んで人材育成をする

ことが多くなってきました0

私たちの寄附講養は10年以上

前から続いており、産学連携

教育の走りだと考えていま

す。これからも人材育成に力

を入れていきたいですね」と

話した。
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